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⑴　
18
年
４
月
１
日
に
弥
富
町

と
十
四
山
村
が
合
併
し
、
弥
富

市
が
発
足
し
て
か
ら
来
年
４
月

に
は
10
周
年
を
迎
え
る
。

　
市
制
10
周
年
記
念
事
業
（
以

下
、
記
念
事
業
）
に
対
す
る
市

長
の
思
い
、
考
え
を
尋
ね
る
。

⑵　
こ
の
記
念
事
業
の
全
体
像

と
し
て
は
、
ま
ず
１
つ
目
が
記

念
式
典
、
２
つ
目
に
市
民
参
加

事
業
、
３
つ
目
に
本
市
の
Ｐ
Ｒ

事
業
、
以
上
の
３
つ
を
柱
と
し

て
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
、
市
の
見
解
を
求
め
る
。

　
　

市
長

⑴　

記
念
事
業
は
、
28
年
度
事

業
で
や
っ
て
い
く
が
、
こ
れ
か

ら
先
の
10
年
、
し
っ
か
り
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
協
働

の
精
神
で
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
尽
き
る
。

　

そ
の
中
で
、
市
民
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
や
記
念
事
業
を
実
施

し
、
お
祝
い
し
た
い
。
財
政
的

な
措
置
を
し
な
い
と
、
実
施
で

き
な
い
の
で
、「
弥
富
市
制
10
周

年
記
念
事
業
庁
内
連
絡
会
議
」

を
庁
内
に
設
置
し
、
副
市
長
を

委
員
長
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

構
想
と
し
て
は
、
記
念
講
演

会
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
能

の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
番
組
を
構

成
し
て
い
き
た
い
。

　

地
場
産
業
の
金
魚
に
お
い
て

は
、
奈
良
県
郡
山
市
、
熊
本
県

長
洲
町
な
ど
日
本
の
生
産
地
の

皆
様
に
も
声
を
か
け
、
金
魚
サ

ミ
ッ
ト
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
防
災
・
減
災
を
考
え

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
時

期
で
あ
る
の
で
、国
土
交
通
省
、

愛
知
県
、
官
庁
な
ど
と
の
連
携

の
中
で
、
本
市
独
自
の
防
災
訓

練
を
開
催
し
た
い
。

　

各
種
団
体
か
ら
も
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
、
記
念
事
業

に
し
て
い
き
た
い
。

　
　

総
務
部
長

⑵　

全
体
像
と
し
て
は
、
記
念

式
典
、
市
民
参
加
事
業
、
Ｐ
Ｒ

事
業
を
考
え
て
い
る
。

　

記
念
式
典
は
、
10
月
の
健
康

フ
ェ
ス
タ
、
11
月
の
市
定
例
表

彰
に
合
わ
せ
て
の
開
催
を
考
え

て
お
り
、
市
民
参
加
事
業
な
ど

に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募

集
、
図
画
、
作
文
に
よ
る
未
来

の
弥
富
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

が
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　

市
制
10
周
年
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
特
設
サ

イ
ト
を
設
け
る
な
ど
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

⑴　
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
が
発
生
し
て
も
市
役

所
の
業
務
が
安
全
に
遂
行
さ
れ

る
た
め
に
は
、
現
庁
舎
か
ら
の

移
転
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の

庁
舎
が
耐
震
性
に
乏
し
く
危
険

で
あ
る
こ
と
は
、
市
、
そ
し
て

議
会
も
十
分
承
知
し
て
い
る
わ

け
で
、
そ
の
安
全
対
策
を
い
つ

ま
で
も
講
じ
な
い
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。

　
６
月
議
会
に
仮
庁
舎
改
築
準

備
に
向
け
て
の
補
正
予
算
を
計

上
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

⑵　
移
転
後
の
現
庁
舎
の
処
置

に
つ
い
て
、
解
体
後
、
更
地
に

し
、
海
南
病
院
の
駐
車
場
の
補

填
と
し
て
は
ど
う
か
。

⑶　

仮
庁
舎
の
各
課
の
配
置

は
。

　
　

市
長

⑴　

市
民
の
安
心
・
安
全
、
そ

し
て
職
員
の
安
全
に
対
し
て
も

し
っ
か
り
と
担
保
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

本
来
な
ら
ば
新
庁
舎
の
工
事

発
注
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮

し
て
仮
移
転
を
考
え
る
と
こ
ろ

だ
が
、
こ
の
６
月
議
会
で
設
計

委
託
料
の
補
正
予
算
を
お
願
い

し
た
。
こ
れ
は
、
十
四
山
支
所

と
図
書
館
棟
を
仮
庁
舎
と
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
９
月
の
定
例
議
会

で
は
、
工
事
費
の
補
正
予
算
を

計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
工
事
を
進
め
て
い

き
な
が
ら
、
来
年
５
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
後
に
仮
庁
舎

を
十
四
山
支
所
と
図
書
館
棟
に

移
し
て
い
き
た
い
。

　
　

総
務
部
長

⑵　

仮
移
転
後
の
現
庁
舎
の
処

分
は
、
現
状
の
ま
ま
と
し
て
、

新
庁
舎
建
設
工
事
に
お
い
て
解

体
す
る
考
え
で
あ
る
。

⑶　

課
の
配
置
に
つ
い
て
、
現

在
の
計
画
は
、
図
書
館
棟
へ
は

市
民
の
利
用
度
が
高
い
民
生
部

（
環
境
課
を
除
く
）、
税
務
課
、

収
納
課
、
会
計
課
を
配
置
し
、

十
四
山
支
所
へ
は
、
開
発
部
、

環
境
課
、
学
校
教
育
課
、
秘
書

企
画
課
、
総
務
課
、
危
機
管
理

課
、
財
政
課
、
議
会
事
務
局
、

監
査
委
員
事
務
局
を
配
置
す
る

予
定
で
あ
る
。

問市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
、

記
念
事
業
に
し
て
い
き
た
い

答

答新
庁
舎
建
設
に
向
け
て

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て

現
庁
舎
の
安
全
確
保
を

現
庁
舎
の
安
全
確
保
を

問

来
年
５
月
の
連
休
後
に
仮
庁
舎
を

十
四
山
支
所
と
図
書
館
棟
に

移
し
て
い
き
た
い

答

答

弥
富
市
制

弥
富
市
制
1010
周
年
周
年

記
念
事
業
の
構
想
は

記
念
事
業
の
構
想
は

議
員

平
野 

広
行

清
流
ク
ラ
ブ


